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令和５年度 小松工業高校同窓会 総会・懇親会
後列　須谷顧問　山次中京幹事　岡本庶務　山城幹事　沢田会計　杉山高知工業大阪支部事務局長
　　　山下石川県大阪事務所長　藤崎教頭　下出庶務
中列　早戸関東副支部長　村田様　亀田様　藪中京支部長　村田中京監事　馬場関西支部長　寺越関東総務幹事
　　　高木様　西田幹事　宮下監事　
前列　岡田進様　中出相談役　黒田監事　山崎会長　室田学校長　小橋高知工業大阪支部会長　村先顧問

令
和
五
年
度

関
西
支
部
総
会
・
懇
親
会
を
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世

界
的
大
流
行
に
伴
い
社
会
生
活

に
多
大
な
影
響
を
受
け
、
同
窓

会
活
動
も
自
粛
を
余
儀
な
く
さ

れ
三
年
間
は
活
動
を
中
止
し
て

い
ま
し
た
。
本
年
二
類
指
定
か

ら
五
類
指
定
へ
の
移
行
に
伴
い

四
年
ぶ
り
に
同
窓
会
を
再
開
す

る
事
が
出
来
、
同
窓
会
総
会
・

懇
親
会
を
十
月
十
四
日
土
曜
日

に
開
催
致
し
ま
し
た
。

当
日
は
本
部
か
ら
山
崎
会
長

役
員
、
校
長
先
生
、
教
頭
先
生

以
下
同
窓
会
担
当
の
下
出
教
諭
、

関
東
・
中
京
支
部
役
員
の
方
々
、

姉
妹
校
の
高
知
工
業
同
窓
会
大

阪
支
部
役
員
、
石
川
県
大
阪
事

務
所
長
、
北
國
新
聞
社
大
阪
支

社
長
な
ど
多
数
の
ご
来
賓
を
お

迎
え
す
る
と
と
も
に
関
西
支
部

か
ら
も
多
数
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
総
勢
二
十
七
名
が
集
い
ま

し
た
。
母
校
の
活
動
紹
介
で
は

現
在
は
機
械
シ
ス
テ
ム
科
、
電

気
学
科
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総

会
で
は
ご
来
賓
の
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
後
は
、
懇
親
会
で
は
恒

例
の
ビ
ン
ゴ
大
会
を
実
施
し
、

楽
し
く
賑
や
か
に
、
そ
し
て
和

や
か
に
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

本
年
の
総
会
で
馬
場
健
二
幹

事
が
全
会
一
致
で
新
支
部
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き

ご
支
援
、
ご
協
力
を
御
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。



第16号 令和６年１月15日石川県立小松工業高等学校　同窓会 関西支部　関西同窓会だより 2
馬
場
健
二 

新
関
西
支
部
長

本
年
春
、
関
西
支
部
幹
事
会

役
員
改
選
に
お
い
て
役
員
六
名

様
か
ら
、
ご
賛
同
を
頂
き
、
支

部
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
昭

和
四
四
年
建
築
科
卒
・
馬
場
健

二
と
申
し
ま
す
。
お
引
き
回
し

の
程
よ
ろ
し
く
御
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

そ
の
後
の
秋
の
関
西
支
部
総

会
に
て
、
ご
来
賓
の
皆
様
方
を

御
前
に
し
て
支
部
長
就
任
の
ご

挨
拶
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
、
未
熟
で
は
あ
り
ま
す

が
、
諸
先
輩
皆
様
方
の
お
力
添

え
を
頂
き
、
関
西
支
部
同
窓
会

発
展
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
本
部
、
関
東
・

中
京
支
部
会
合
に
は
積
極
的
に

出
席
し
役
員
の
皆
様
方
と
よ
り

一
層
、
交
流
を
深
め
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
各
支
部
共
通

の
話
題
で
す
が
、
若
い
会
員
を

増
や
す
対
策
方
法
が
よ
く
聞
か

れ
ま
す
。
関
西
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
こ
ち
ら
関
西
に

は
平
成
元
年
卒
・
西
田
和
雄
幹

事
と
云
う
心
強
い
若
者
が
居
り

ま
す
。
関
西
支
部
長
と
し
て
は

今
後
、
彼
と
共
に
今
回
の
支
部

総
会
に
新
し
く
出
席
し
て
頂
い

た
昭
和
三
四
年
卒
村
田
氏
・
昭

和
三
五
年
卒
亀
田
氏
・
平
成
五

年
卒
高
木
氏
・
同
僚
の
岡
田
氏

を
交
え
（
皆
様
に
は
あ
く
ま
で

仕
事
優
先
で
す
が
）
支
部
会
参

加
を
呼
び
か
け
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
居
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

毎
回
、
幹
事
の
末
席
を
汚
し

て
お
り
ま
す
西
田
で
す
。
今
年

は
４
年
ぶ
り
の
開
催
に
加
え
、

使
用
し
て
い
た
ホ
テ
ル
の
建
て

替
え
で
別
会
場
に
な
り
、
当
日

は
少
し
う
ろ
た
え
ま
し
た
。
お

恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。

４
年
ぶ
り
と
は
言
え
、
お
会

い
す
る
方
々
は
顔
馴
染
み
の
方

も
多
く
、
和
や
か
に
賑
や
か
に

会
は
滞
り
な
く
閉
会
し
た
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

ビ
ン
ゴ
大
会
で
は
な
ぜ
か
一

番
に
ビ
ン
ゴ
に
な
り
、（
不
正

を
疑
わ
れ
つ
つ
も
）
酔
っ
払
い

な
が
ら
、
小
松
の
お
土
産
を
物

色
し
て
い
ま
す
と
、
本
部
の
沢

田
さ
ん
か
ら
「
す
み
げ
ん
！
す

み
げ
ん
！
」
と
声
が
か
か
り
ま

し
た
。
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
地
元
小
松
で
は
有
名
な
海

産
物
屋
だ
そ
う
で
、
お
言
葉
に

甘
え
て
、「
ふ
ぐ
の
珍
味
」
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。（
帰
っ
て

か
ら
の
酒
の
肴
に
美
味
し
く
い

た
だ
い
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。）

支
部
長
就
任
ご
挨
拶
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計 16名

計 11 名

合計 27 名

令和５年度 小松工業高校同窓会 関西支部総会・懇親会 出席者名簿（敬称略）

ご　来　賓 関　西　支　部氏　名 氏　名卒　年 卒　年
小松工業高等学校  同窓会長
小松工業高等学校  学校長
小松工業高等学校　教頭
同窓会　顧問
同窓会　会計
同窓会　庶務
小松工業高等学校 教諭 （庶務）
中京支部長
中京支部監事
中京支部幹事
関東支部副支部長
関東支部総務幹事
高知工業同窓会 大阪支部会長
高知工業同窓会 大阪支部事務局長
石川県大阪事務所長
北國新聞社大阪支社長

相談役
顧問

顧問（会計）
幹事
監事

支部長
幹事
会員
会員
会員
会員

山崎 秀雄
室田 昌一
藤崎 勝治
村先 憲之
沢田 貞
岡本 敏
下出 純央
藪 卓二
村田 輝好
山次 義和
早戸 三郎
寺越 健太郎
小橋 壽也
杉山 康弘
山下 幸則
石田 雅浩

中出 良太
須谷 修治
宮下 章宏
山城 功
黒田 幸夫
馬場 健二
西田 和雄
亀田 浩
村田 辰三
岡田 進
高木 浩司

S44年建築
——

S６２年電気
S41年電気
S４６年建築
S46年建築
H2年建築
S４６年機械
S３９年電気
S57年電気
S43年電気
S47年建築

——
——
——

S24年機械
S34年電気
S35年機械
S39年機械
S４０年電気
S４４年建築
H元年機械
S35年機械
S34年紡績
S４４年建築
H５年繊維

山
崎 

同
窓
会
長

藤
崎 

教
頭

二
次
会

懇
親
会

室
田 

学
校
長

総
会

乾
杯
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高
知
工
業
高
校
と
は
、
姉
妹

校
で
あ
る
こ
と
か
ら
長
年
お
互

い
の
同
窓
会
に
役
員
が
相
互
に

出
席
し
て
き
た
。

令
和
５
年
６
月
17
日（
土
）

ホ
テ
ル
ビ
ナ
リ
オ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ａ

で
「
大
阪
支
部
・
鯨
工
会
総
会
」

が
開
催
さ
れ
、
小
松
工
業
高
校

か
ら
は
須
谷
顧
問
（
馬
場
支
部

長
代
理
）
と
山
城
幹
事
が
出
席

し
た
。

な
お
、
高
知
工
業
高
校
は
昨

年
４
月
に
創
立
１
１
０
周
年
を

迎
え
、
地
元
で
記
念
式
典
・
祝

賀
会
を
開
催
し
て
い
る
。
本
会

も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
久
し

ぶ
り
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、
ご

多
分
若
手
の
出
席
が
少
な
く
総

勢
23
名
の
方
々
が
参
集
さ
れ
た
。

今
年
度
か
ら
、
長
年
に
わ
た

っ
て
支
部
長
を
さ
れ
た
堀
田
さ

ん
か
ら
小
橋
さ
ん
に
交
代
さ
れ

た
。
本
会
は
、
コ
ロ
ナ
前
は
若

手
や
地
元
高
知
か
ら
の
出
席
で
、

１
０
０
名
を
超
す
盛
大
な
総
会

で
あ
っ
た
が
、
会
員
の
高
齢
化

も
あ
り
様
変
わ
り
に
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
た
だ
こ
れ
ま
で
同

様
、
と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

高
知
名
産
の
＂
鰹
の
タ
タ
キ
〟

が
料
理
に
出
て
き
た
り
、
皆
さ

ん
お
酒
が
大
変
強
い
な
ど
は
従

来
と
変
わ
ら
な
い
。
懇
親
会
は

会
員
の
ス
ピ
ー
チ
や
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
で
賑
や
か
な
中
に
閉
会
と

な
っ
た
。

小
松
工
業
高
校
西
支
部
と
し

て
も
、
姉
妹
校
の
高
知
工
業
高

校
と
は
同
窓
会
を
通
じ
て
今
後

も
交
流
を
続
け
て
行
こ
う
と
思

っ
て
い
る
。

令
和
５
年
度
姉
妹
校「
高
知
工
業
高
校
」

　
　
　
　
　
　

大
阪
支
部
同
窓
会
に
出
席

前列右から 3番目が須谷顧問　右から 2 番目が山城幹事

石
川
県
人
祭
参
加
報
告

11
月
24
日
（
金
）
大
阪
市
北

区
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

大
阪
に
て
「
第
３
回
石
川
県
人

祭
in
大
阪
」
に
山
城
幹
事
と
一

緒
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

過
去
最
多
人
数（
５
８
０
名
）

の
大
変
盛
況
な
＂
県
人
会
の
集

い
〟
で
し
た
。
会
場
で
は
小
松

高
校
関
西
支
部
の
中
山
会
長

（
中
学
同
窓
）と
久
し
ぶ
り
に
会

い
、紹
介
で
宮
橋
小
松
市
長（
石

川
県
で
一
番
若
い
市
長
）
と
名

刺
交
換
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

山
城
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て

は
「
御
陣
乗
太
鼓
」
に
大
感
激

で
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー

シ
ョ
ン
で
し
た
。
県
人
祭
は
別

名 

「
い
し
か
わ
愛
の
絆
」
を
確

認
す
る
集
い
だ
そ
う
で
す
。
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令
和
５
年
４
月
８
日
（
土
）
が

ん
こ
寿
司
・
枚
方
店
で
、
コ
ロ

ナ
禍
で
開
催
で
き
な
か
っ
た
幹

事
会
を
、
重
要
案
件
も
あ
り
、

黒
田
支
部
長
以
下
７
名
全
員
の

出
席
の
元
で
開
催
し
た
。

第
１
議
案
の
役
員
人
事
に
つ
い

て
、
長
年
取
り
組
ん
で
頂
い
た

黒
田
支
部
長
か
ら
退
任
の
要
請

が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
、
後

任
に
馬
場
幹
事
に
就
任
を
お
願

い
し
た
。
会
計
も
、
長
年
宮
下

監
事
に
や
っ
て
頂
い
て
い
た
が
、

退
任
し
た
い
と
の
要
請
が
あ
っ

た
が
、
後
１
、２
年
担
当
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
。

ま
た
、
大
谷
幹
事
に
は
、
体
調

不
良
に
よ
り
今
回
で
退
任
し
た

い
と
の
要
請
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
了
承
さ
れ
た
。

第
２
議
案
の
総
会
開
催
に
つ
い

て
、
今
年
度
は
４
年
振
り
の
開

催
と
な
り
、
10
月
14
日（
土
）に

開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。
会
場

は
長
年
使
っ
て
き
た
「
大
阪
マ

ル
ビ
ル
・
大
阪
第
一
ホ
テ
ル
」

が
３
月
で
閉
館
し
た
た
め
、
新

た
に
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
構
内
の「
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
」を

充
て
る
こ
と
と
し
た
。

当
日
の
総
会･

懇
親
会
の
内
容

や
役
割
分
担
に
つ
い
て
は
、
９

月
９
日
（
土
）
に
幹
事
会
を
開

き
、
打
ち
合
せ
を
し
た
。

　

第
３
号
議
案
は
、
総
会
に
向

け
て
令
和
４
年
度
予
算･

決
算

と
令
和
５
年
度
収
支
見
込
に
つ

い
て
、
宮
下
監
事
か
ら
説
明
が

あ
り
了
承
さ
れ
た
。

　

役
員
人
事
が
総
会
で
承
認
さ

れ
れ
ば
、
今
年
度
か
ら
馬
場
新

支
部
長
体
制
で
関
西
支
部
の
活

動
が
始
ま
る
。
た
ち
ま
ち
総
会

が
終
了
次
第
、久
し
ぶ
り
の「
関

西
支
部
だ
よ
り
」
の
発
行
を
決

定
し
た
。

12
月
４
日
（
月
）
に
東
京
グ

リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
関
東

支
部
総
会
と
懇
親
会
に
、
馬
場

新
支
部
長
と
山
城
幹
事
が
出
席

し
た
。
５
年
ぶ
り
の
開
催
と
言

う
事
で
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

特
に
懇
親
会
で
は
、
皆
様
方
と

楽
し
く
、
親
し
く
、
そ
し
て
真

面
目
に
情
報
交
換
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
来
期
の
関
西
支

部
総
会
、
お
お
い
に
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
有
り
難

う
御
座
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
度 

幹
事
会
の
開
催

関
東
支
部
総
会
の
ご
報
告

中
京
支
部
総
会
に
出
席

が
り
中
締
め
と
し
た
。

中
京
支
部
は
、
例
年
、
会
を

盛
り
上
げ
て
居
ら
れ
た
村
田
元

支
部
長
の
名
司
会
に
よ
り
、
二

次
会
を
行
い
更
に
盛
り
上
が
り
、

親
交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

三
支
部
は
、
各
支
部
長
な
ど

役
員
が
他
支
部
の
総
会
に
出
席

し
て
お
り
、
10
月
に
は
関
西
支

部
、
12
月
に
は
関
東
支
部
の
総

会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
本
部

役
員
も
会
長
始
め
数
名
の
役
員

が
全
て
の
支
部
総
会
に
出
席
さ

れ
て
お
り
、
本
部
・
各
支
部
と

の
役
員
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。

令
和
５
年
度
中
京
支
部
の
総

会
が
、
７
月
３
０
日
（
日
）
名

駅
・
エ
ル
ホ
ー
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ

で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
４
年
振

り
に
開
催
さ
れ
た
。
関
西
支
部

か
ら
は
、
馬
場
新
支
部
長
と
須

谷
顧
問
が
出
席
し
た
。

薮
支
部
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

ご
来
賓
の
山
崎
本
部
同
窓
会
会

長
な
ど
か
ら
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、

会
計
報
告
が
あ
り
承
認
さ
れ
た
。

関
西
支
部
か
ら
馬
場
新
支
部
長

が
交
代
の
ご
挨
拶
を
し
た
。

今
年
度
は
久
し
ぶ
り
の
開
催

で
、
若
手
へ
の
出
席
を
積
極
的

に
は
呼
び
掛
け
な
か
っ
た
と
の

こ
と
。
本
部
、
関
東
・
関
西
支

部
の
役
員
に
加
え
て
、
高
知
工

業
中
京
支
部
（
南
風
会
）
ら
の

役
員
の
ご
出
席
で
、
総
勢
23
名

の
出
席
で
あ
っ
た
。

懇
親
会
は
、
ご
来
賓
の
方
々

の
ス
ピ
ー
チ
や
お
楽
し
み
抽
選

会
で
賑
わ
い
、
小
松
工
と
高
知

工
の
校
歌
を
斉
唱
し
て
盛
り
上
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◎住所変更の場合は、速やかに連絡をお願い
住所変更・電話番号変更の場合は、支部名簿管理担当へ連絡して下さい。受けた連絡は、業

者委託名簿も更新するように手配します。一旦、宛先不明になりますと以降の案内 ･ 同窓会た
よりなどは送れなくなります。毎回の連絡で六～十名は宛先不明として戻ってきます。

◎会報への寄稿とご意見のお願い
今後の会報に掲載する寄稿文をお願いします。「学校の思い出」「趣味紹介」など同窓会の皆

様にお伝えするメッセージを、発表してください。文字数の制限はしませんが八〇〇字程度で、
写真も一緒にお願いします。但し、会報では白黒印刷になります。会報への忌憚のないご意見
をお願いします。内容への感想、間違い指摘、会報発行方法など気づいたことがあればどんな
ことでも意見をお寄せください。但し、個人への中傷誹謗に類する言葉は受付ません。

◎送り先は下記いずれかの方法でお願いします。
①郵送：〒５８２−００２６　大阪府柏原市旭ケ丘 3-14-3　馬場健二
② 電話：０７２−９７７−４９０８　③ Ｅメール：kenzi0603@ymail.ne.jp
同窓会ホームページは内容も充実し、小松工業高校ホームページともリンクしています。
小松工業高校同窓会ホームページ http://kth-dousoukai.net/

令和6年度 関西支部同窓会 総会･懇親会 開催予定

日　時

会　場

令和6年１0月12日（土）１１：30　受付開始

JR大阪駅直結　「ホテルグランヴィア大阪」
総会 懇親会 １１：３０～１４：３０（懇親会終了後二次会を含む）

世
界
の
和
太
鼓
集
団
メ
ン
バ
ー

　

須す

谷だ
に

羽わ

加か

葉ば

さ
ん

関
西
支
部
新
会
員
紹
介
【
須
谷 

修
治
】
　

令
和
５
年
10
月
21
日
（
土
）
奈

良
明
日
香
村
で
「
明
日
香
音
魂

祭
２
０
２
３
」
が
開
催
さ
れ
、

石
舞
台
国
営
飛
鳥
歴
史
公
園
内

で
、
１
０
０
０
人
を
超
す
大
観

衆
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

建
設
科
を
今
春
卒
業
し
た
須
谷

羽
加
葉
さ
ん
が
出
演
す
る
と
云

う
こ
と
で
、
楽
し
み
に
し
て
行

き
ま
し
た
。「
倭-

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｔ
Ｏ
」
16
人
の
メ
ン
バ
ー
の
一

人
が
、
羽
加
葉
さ
ん
で
し
た
。

羽
加
葉
さ
ん
は
、（
株
）
魂
源

堂
に
就
職
し
た
形
で
す
が
、
そ

の
中
の
プ
ロ
集
団
の
「
倭
」
に

所
属
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
全

国
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ
り
、

全
国
か
ら
羽
加
葉
さ
ん
を
含
め

２
名
が
加
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
年
は
、「
倭
」の
創
立
30
周

年
記
念
祭
で
、
海
外
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
参
加
も
あ
り
、
盛
大
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

羽
加
葉
さ
ん
は
、
幼
稚
園
か
ら

和
太
鼓
を
た
た
い
て
お
り
、
小

松
工
で
は
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

の
部
長
で
管
楽
器
を
吹
い
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
白
山
市
の
和

太
閤
集
団
「
和
太
鼓
サ
ス
ケ
」

に
も
所
属
い
て
い
た
と
の
こ
と
。

「
倭
」は
海
外
で
の
活
動
が
多
く
、

こ
れ
ま
で
に
54
ヵ
国
で
４
５
０

０
回
の
公
演
を
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
私
は
羽
加
葉
さ
ん

の
父
親
の
叔
父
に
あ
た
り
、
ま

た
姪
と
云
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

熱
演
す
る
須
谷
羽
加
葉
さ
ん


